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東
日
本
大
館
災
の
被
災

地
を
支
援
し
た
国
際
医
療

救
援
団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

　
（
北
区
）
の
荒
波
茂
代
表

は
2
5
日
、
北
区
で
記
者
会

見
し
、
被
災
地
で
の
緊
急

医
療
支
援
活
動
を
報
告

し
、
今
後
の
復
興
支
援
活

動
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

岩
手
県
大
槌
町
の
大
槌
病

院
と
宮
城
県
南
三
陸
町
の

志
津
川
病
院
を
支
援
す
る

３
ヵ
年
計
画
や
、
医
療
人

を
目
指
す
画
架
の
高
校
生

に
奨
学
金
を
支
給
す
る
こ

と
な
ど
を
明
ら
か
に
し

た
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岩手大槌病院宮城志津川病院支援へ

被
災
地
支
援
に
つ
い
て
語
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
代
表
（
左
）
ら
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被災地で巡回診療ＡＭＤＡ

　
医
療
支
援
で
は
、
岩
手

県
釜
石
市
、
大
槌
町
や
南

三
陸
町
の
避
難
所
に
常
駐

し
て
医
療
活
動
や
、
小
さ

な
避
難
所
や
自
宅
避
難

し
て
い
る
人
た
ち
へ
の

巡
回
診
療
を
実
施
。
津
波

の
被
害
が
大
き
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
慢
性
疾
患
や

精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

る
患
者
が
多
か
っ
た
と

い
う
。
ま
た
医
療
支
援
以

外
に
、
児
童
用
の
プ
レ

イ
ル
ー
ム
を
設
置
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
発
散
▽
こ
フ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め

の
間
仕
切
り
ブ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
－
－
な
ど
も
行
っ

た
。
　
病
院
支
援
は
、
大
槌
病

院
と
志
津
川
病
院
に
今
後

３
年
間
、
年
３
回
、
医
療

器
具
の
提
供
や
医
療
ス
タ

ッ
フ
を
派
遣
す
る
。
ま
た

大
槌
町
で
協
力
を
得
た
避

難
所
リ
ー
ダ
ー
や
高
校
生

だ
ち
と
連
携
す
る
た
め
の

組
織
を
結
成
。
今
後
、
現
・

地
四
丁
ズ
を
伝
え
て
も

ら
っ
た
り
物
品
の
配
布
な

ど
を
担
当
し
て
も
ら
う
と

い
う
。

　
奨
学
金
は
被
災
地
で
活

勣
し
た
海
外
医
療
チ
ー
ム
ー

と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
が
共
・

催
。
岩
手
の
大
槌
、
釜
石

と
宮
城
の
志
津
川
の
３
校

が
対
象
。
各
学
年
５
人
の

計
1
5
人
に
月
１
万
５
０
０

０
円
を
在
学
中
、
支
給
す

る
。
　
荒
波
代
表
は
「
西
日
本

で
の
大
災
害
時
に
支
援
し

て
も
ら
う
と
い
う
意
味
も

含
め
て
、
岡
山
か
ら
支
援

を
続
け
た
い
」
ど
話
し
匹

い
る
。
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